




アウンサンスーチー

視野を広げ、同胞意識を持って全世
界を受け入れること、他人の困難を
感じとることのできる、より大きな心
を持つことが大切だ。世界で起こる
残虐行為や悲劇は、自己中心的考
えと、人間の諸問題に対する理解力
の欠乏が根拠となっている。だから
若者が持つべき目標は広い心を獲
得することだろう。

ジョゼ・ラモス・ホルタ

とにかく勉強すること。貧困、独裁の
犠牲者などに鈍感では、人生が空虚
なものになり、仕事や利益のための
単なる機械のような人間になってし
まうだろう。だからとにかく勉強をす
ること。勉強、勉強、勉強。そして人間
の尊厳への視点を失わないことだ。
人間の尊厳への視点は人生を豊か
なものにする。

ダライ・ラマ

壮大なことをする必要はない。それ
は時として大きすぎ、失敗の前触れ
となる。最初は小さな規模からはじ
め、他へ良い模範を示し、そうするこ
とでより多くの人が引き付けられ、集
まってくるだろう。そこに協力が生ま
れる。あなたがたの活動の成功を祈
願する。良い動機、良い協力を与え
ること、それが大切なのだ。

『
木
野
通
信
』
第
13
号
よ
り

笠
原
芳
光
「
洋
上
の
虹
」

「
対
馬
か
ら
種
子
島
へ
む
か
っ
て
南
下
し

て
い
る
時
、『
洋
上
に
虹
が
出
て
い
ま
す
』

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
甲
板
に

上
が
っ
て
み
る
と
、
暮
れ
な
ず
む
海
の
う

え
に
大
き
な
虹
が
か
か
っ
て
い
る
。
し
か

も
二
重
の
虹
で
あ
る
。
水
平
線
か
ら
水
平

線
へ
と
弧
を
描
く
虹
を
初
め
て
見
た
。
学

生
た
ち
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
歓
声
を
あ

げ
て
い
る
。
外
国
人
留
学
生
も
こ
の
壮
大

な
レ
イ
ン
ボ
ー
に
見
入
っ
て
い
た
。
あ
の

虹
は
な
ん
の
徴
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」

『木野通信』第30号より
京都精華大学30周年記念事業「自由へのメッセージ」

人
文
学
部
の
開
設

創
立
当
初
か
ら
推
進
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

　
21
世
紀
に
入
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ

る
な
か
、『
木
野
通
信
』
第
34
号
で
は
「
国
際

主
義
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
集
を
掲
載
し
ま
し

た
。
初
代
学
長
の
岡
本
清
一
は
、
教
育
の
基
本

方
針
に
関
す
る
覚
書
の
な
か
で
、「
大
学
に
お

け
る
教
育
の
一
切
は
新
し
い
人
類
史
の
展
開
に

対
し
て
責
任
を
負
い
、
日
本
と
世
界
に
尽
く
そ

う
と
す
る
人
間
の
形
成
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
」
と

謳
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
国
際
主
義
は
本
学

の
教
育
方
針
に
通
じ
る
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
1
9
8
9
年
の
人
文
学
部
の
開
設
に
あ

た
っ
て
も
「
学
際
主
義
」「
体
験
主
義
」
と
な
ら

ん
で
「
国
際
主
義
」
を
掲
げ
て
お
り
、
本
学
は

一
貫
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
世
界
約
25
の
国
・
地
域
か
ら
約

3
0
0
人
の
留
学
生
が
本
学
に
集
い
、
国
際
学

生
寮
・
修
交
館
やiC

3

（
ア
イ
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）

と
い
っ
た
施
設
も
学
内
に
備
え
、
異
な
る
価
値

観
や
文
化
を
背
景
に
持
つ
学
友
た
ち
が
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で

は
な
い
、
人
間
同
士
の
交
流
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を

舞
台
に
日
々
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
1
9
8
9
年
4
月
、
短
大
に
あ
っ
た
英
語
英

文
科
が
発
展
し
、
京
都
精
華
大
学
に
新
し
く
人

文
学
部
が
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
時
に
は
、

「
人
文
学
部
開
設
記
念
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
」と
題

し
、
瀬
戸
内
海
か
ら
対
馬
、
種
子
島
と
九
州
一

円
を
3
泊
4
日
で
巡
る
船
旅
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
員
に
よ
る
小
セ
ミ
ナ
ー
や
在
学
生
に
よ
る
討

論
会
、
さ
ら
に
は
船
内
デ
ィ
ス
コ
ま
で
出
現
。

寄
港
地
で
は
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
会
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
部
を
丸
ご
と
洋
上
に
移
し
た
開
設
記
念
セ

ミ
ナ
ー
を
経
て
、
間
も
な
く
人
文
学
部
は
誕
生

か
ら
30
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
は
文
学
・
歴

史
・
社
会
の
3
専
攻
を
有
し
、
3
年
次
の
前
期

に
は
1
学
期
間
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離
れ
て
国

内
の
他
大
学
や
海
外
の
大
学
で
学
ぶ
「
フ
ィ
ー

ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
外
へ
と
飛
び
出
し
て
、
五
感
を
通
し
て
学
ぶ

人
文
学
部
の
伝
統
は
、
今
な
お
し
っ
か
り
と
息

づ
い
て
い
ま
す
。

社
会
に
開
か
れ
た「
情
報
館
」オ
ー
プ
ン

「
自
由
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」世
界
発
信
！

　
創
立
30
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
の
が
「
自
由
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。
自
由

の
た
め
に
闘
い
続
け
る
人
々
が
、
命
を
か
け
て

ま
で
求
め
る
自
由
と
は
何
か
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
、
ジ

ョ
ゼ
・
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の

３
名
に
本
学
職
員
が
独
自
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
敢

行
。
録
音
し
た
貴
重
な
内
容
は
、
世
界
へ
向
け

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
非
宗
教
系
団
体
と
し
て
初
め
て

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
日
本
に
招
く
な
ど
、
京
都
精

華
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、
建
学
の
理
念
と
も
な
っ
て
い
る
自
由
に
つ

い
て
、
社
会
に
問
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
講
演
会
や
岡

本
清
一
記
念
講
座
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
大
学

と
し
て
の
使
命
感
を
持
っ
て
、
そ
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
ゲ
ス
ト
を
招
聘
。『
木
野
通
信
』
に
は

そ
の
都
度
、
ゲ
ス
ト
の
方
々
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
、
そ
の
環
境
の
充

実
に
取
り
組
み
続
け
て
い
る
京
都
精
華
大
学
。

今
か
ら
は
る
か
20
年
以
上
も
前
に
、
図
書
館
機

能
に
加
え
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
対
応
し
た

機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
し

て
「
情
報
館
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
現
在
は
約
25
万
冊
を
越
す

蔵
書
や
、
D
V
D
・
C
D
と
い

っ
た
メ
デ
ィ
ア
資
料
な
ど
も
豊

富
に
所
蔵
し
、
学
生
や
教
職
員

の
研
究
や
制
作
に
お
い
て
強
い

味
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
文
・
芸
術
系
学
部
を
併
せ

持
つ
本
学
の
図
書
館
と
し
て
、

情
報
館
が
収
集
す
る
資
料
は
幅
広
く
、
人
文
社

会
科
学
系
の
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、
美
術
書
や
図

録
、
写
真
集
、
京
都
の
伝
統
産
業
で
あ
る
美

術
・
工
芸
品
の
所
蔵
も
充
実
。
本
学
の
特
徴
あ

る
学
部
構
成
と
研
究
分
野
に
見
合

っ
た
個
性
的
な
蔵
書
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
く
社
会
に
開
か
れ
て

い
る
こ
と
も
情
報
館
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
で
す
。
利
用
者
カ
ー
ド

を
つ
く
れ
ば
、
学
外
の
方
も
資
料

を
借
り
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
卒

業
生
の
方
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

上
／
2
0
1
7
年
3
月
に
完
成
し
た
国
際
学
生
寮
・
修
交
館

中
・
下
／
約
25
の
国
・
地
域
の
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
交
流
す
るiC
3

（
ア
イ
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）

人文学部開設記念洋上セミナー

フィールド・プログラム

情
報
館

K I N O  P R E S S  /  0 30 4  /  K I N O  P R E S S



『
木
野
評
論
』に
み
る

精
華
イ
ズ
ム
の
気
概
と
精
神

入
室
者
は
皆
英
語
で
話
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る「EN

G
LISH

 H
O
U
SE

」
開
設

1 9 7 0

第
二
外
国
語
科
目
に

「
朝
鮮
語
」
を
開
設

当
時
の
短
期
大
学
で
は
日
本
で
唯
一
。
4
年

制
大
学
で
も
外
国
語
大
学
を
除
い
て
き
わ
め

て
希
少
な
時
代
で
あ
っ
た

1 9 7 3

日
本
初
の
点
字
仏
和
辞
典
を
完
成

全
国
の
視
覚
障
が
い
学
生
の
フ
ラ
ン
ス
語
履

修
に
大
き
く
貢
献
。
1
9
8
2
年
度
日
本
翻

訳
文
化
賞
受
賞

1 9 8 2

人
文
学
部
学
生
に
よ
る
英
字
新
聞

「SEIKA TIM
ES

」
発
行

1 9 9 0

木
野
会
韓
国
支
部
設
立

同
窓
会
組
織
で
あ
る
木
野
会
の
初
海
外
支
部

1 9 9 8

欧
州
を
中
心
と
し
た
美
術
、
デ
ザ
イ
ン
、

メ
デ
ィ
ア
系
大
学
連
合

「C
U
M
U
LU
S

（
ク
ム
ル
ス
）」
に
加
盟

日
本
か
ら
は
本
学
が
初
め
て
の
正
式
加
盟

2 0 0 4

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

「iC
3

（
ア
イ
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）」
開
設

2 0 1 5

国
際
学
生
寮
「
修
交
館
」
開
設

留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
二
人
一
組
で
1
室

に
居
住
。
う
ち
1
室
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
完
備

2 0 1 7

精
華
イ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
た

脱
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
評
論
誌

　
１
９
６
８
年
に
京
都
精
華
大
学
の
前

身
で
あ
る
京
都
精
華
短
期
大
学
が
開
学
。

『
木
野
評
論
』
は
そ
の
2
年
後
に
創
刊

さ
れ
た
大
学
発
の
評
論
誌
で
す
。
大
学

の
発
行
物
と
い
え
ば
研
究
論
文
を
ま
と

め
た
紀
要
が
一
般
的
で
す
が
、
精
華
で

は
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
閉
じ
こ
も
っ
た

冊
子
で
は
面
白
く
な
い
！
」
と
、
評
論

誌
を
発
行
。
創
刊
号
の
巻
に
掲
載
さ
れ

た
、
初
代
学
長
・
岡
本
清
一
の
「
思
想

解
体
の
思
想
」
に
は
、
特
定
の
価
値
観

を
絶
対
化
す
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
も

の
へ
の
挑
戦
を
尊
重
す
る
精
華
イ
ズ
ム

が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
日
本
最
高
水
準
の

知
的
な
世
界
を
精
華
か
ら
つ
く
り
出
そ

う
と
い
う
気
概
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
『
木
野
評
論
』
で
は
、

精
華
の
自
由
自
治
の
精
神
を
反
映
し
た

リ
ベ
ラ
ル
な
論
調
で
、
政
治
・
経
済
・

社
会
・
文
化
全
般
に
つ
い
て
幅
広
い
評

論
を
発
信
。
ま
た
『
木
野
評
論
』
が
発

す
る
気
概
は
学
生
を
も
感
化
し
て
い
き
、

１
９
７
７
年
に
は
学
生
に
よ
る
『
海
賊

版
・
木
野
評
論
』
が
登
場
。「
精
華
を

断
罪
せ
よ
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
る

な
ど
、
批
評
精
神
が
学
生
に
ま
で
浸
透

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
の
後
も
『
木
野
評
論
』
は
進
撃
を

続
け
ま
す
。
29
号
よ
り
市
販
化
を
実
現
。

著
名
な
文
化
人
か
ら
の
寄
稿
も
加
え
、

世
の
中
を
先
取
り
し
た
テ
ー
マ
と
批
評

的
な
内
容
で
コ
ア
な
読
者
層
を
獲
得
。

2
0
0
6
年
に
は
河
出
書
房
新
社
に
出

版
元
を
移
し
、『
K
I
N
O
』
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
残
念
な
が
ら
2
0
0
8

年
に
休
刊
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
初

の
マ
ン
ガ
学
部
を
開
設
し
た
本
学
な
ら

で
は
の
切
り
口
で
、
ア
ー
ト
、
マ
ン
ガ
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
せ
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
6
年
に
発
表

し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
宣
言
な
ど
、

創
造
的
挑
戦
を
続
け
る
精
華
イ
ズ
ム
は

今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
情
報
館
で
は
貴

重
な
創
刊
号
を
含
む
『
木
野
評
論
』
全

巻
を
収
蔵
。
今
な
お
色
あ
せ
な
い
先
人

の
ボ
イ
ス
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『KINO』vo.1 『木野評論』29号 『木野評論』創刊号

2006年 河出書房新社刊
2006年より『KINO』としてリニューアル。
マンガ学部開設を記念して創刊号では「マン
ガ新世紀宣言」と銘打ち、人気漫画家や編集
者の対談やロングインタビューを多く掲載。

1998年 青幻舎刊
記念すべき市販化第一号。宮台真司×鈴木
隆之、吉本隆明×笠原芳光など著名ゲストと
本学教員が対談。流行文化について論じた
一冊。

1970年 京都精華短期大学刊
教員陣から職員まで幅広く寄稿する同人誌
的な冊子として創刊。幸徳秋水論から、後に
学長に就任する坪内成晃による風刺画など、
剛柔あわせ持つ贅沢なラインナップ。

日
本
初
の
マ
ン
ガ
学
部
が
誕
生
！

40
年
近
く
続
く「
伝
統
産
業
実
習
」

　
1
9
7
9
年
、
4
年
制
美
術
学
部
の
開
設
と

同
時
に
、「
京
都
の
伝
統
産
業
実
習（
学
外
実

習
）」
の
開
講
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
実

習
で
は
、
多
く
の
実
習
先
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
学
生
が
京
都
に
息
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統

産
業
の
仕
事
の
現
場
で
直
接
指
導
を
受
け
ま
す
。

現
代
に
生
き
る
伝
統
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
特
別
な
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
開
講

当
時
は
、
大
学
の
正
規
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
こ
の

よ
う
な
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
め

ず
ら
し
く
、
授
業
開
設
か
ら
10
周
年
と
な
る

1
9
8
9
年
に
発
行
さ
れ
た
『
木
野
通
信
』
第

13
号
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
関
わ

っ
た
教
員
の
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
授
業
は
2
0
0
4
年
と
2
0
0
5
年
に
文

部
科
学
省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
、「
大
学
と
地
域
と
が

教
育
連
携
の
な
か
で
有
機
的
に
結
合
し
よ
う
と

す
る
優
れ
た
取
り
組
み
で
あ
る
」
と
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
2
0
1
7
年
4
月
、
伝

統
産
業
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
す
べ
く
「
伝
統

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。

京
都
に
存
在
す
る
大
学
と
し
て
、
地
域
貢
献
を

積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

「
2
0
0
6
年
、
京
都
精
華
大
学
が
大
き
く
変

わ
る
」
と
『
木
野
通
信
』
第
40
号
は
伝
え
ま
し

た
。
日
本
初
の
マ
ン
ガ
学
部
の
誕
生
で
す
。
本

学
が
日
本
初
の
マ
ン
ガ
ク
ラ
ス
を
開
設
し
た
の

は
1
9
7
3
年
。
当
時
は
ま
だ
マ
ン
ガ
に
対
す

る
社
会
の
認
識
は
、
今
ほ
ど
あ
た
た
か
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
に

い
た
る
ま
で
、
京
都
精
華
大
学
は
ま
さ
に
マ
ン

ガ
教
育
・
研
究
の
分
野
を
開
拓
し
て
き
た
と
い

え
ま
す
。
2
0
0
6
年
に
は
京
都
市
と
の
共
同

事
業
と
し
て
、「
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
旧
龍
池
小
学
校
の
校
舎
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
開
設
。

ま
た
、
2
0
1
7

年
に
は
「
新
世
代

マ
ン
ガ
コ
ー
ス
」

を
新
設
す
る
な
ど
、

常
に
マ
ン
ガ
教
育

の
分
野
に
お
い
て

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

ー
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
日
本
の

マ
ン
ガ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
、
長
い
マ
ン
ガ

教
育
・
研
究
の
蓄
積
の
あ
る
本
学
に
、
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
み
る

京
都
精
華
大
学
の
歴
史

『
木
野
通
信
』
第
40
号
よ
り

中
尾
ハ
ジ
メ
巻
頭
言

「
マ
ン
ガ
が
つ
く
り
出
し
て
い
る
現
実
の

文
化
、
そ
し
て
社
会
に
つ
い
て
は
言
う
ま

で
も
な
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
独
自
性
と

可
能
性
を
さ
ら
に
広
い
世
界
で
実
現
さ
せ

て
い
く
マ
ン
ガ
学
部
は
、
文
字
通
り
先
端

的
な
大
学
教
育
の
挑
戦
で
す
」

『
木
野
通
信
』
第
13
号
よ
り

美
術
学
部
長
橋
田
二
朗

「
学
外
実
習
制
度
十
周
年
を
迎
え
る
」

「
当
時
、
大
学
の
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
こ
の
よ
う
な
制
度
を
取
り
入
れ
る
の
は

珍
し
く
、
世
界
的
な
文
化
都
市
で
あ
り
、

ま
た
多
く
の
種
類
の
工
芸
品
を
生
産
し
て

い
る
京
都
と
大
学
の
美
術
教
育
を
な
ん
と

か
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
た
の
で
す
」

京都国際マンガミュージアム

実習の様子

K I N O
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『木野評論』の進化
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2018  Event Information

グラフィックデザインコースの学生4名の作品が「リノベーション
動画コンテスト」で審査員特別賞を受賞。動画の主役は、ゴミ
捨てにきた人と雑談するゴミ箱です。コミュニケーションの減少
という現代の課題解決につなげるため、“雑談”という概念を
リノベーションしたユニークさが評価されました。

“しゃべるゴミ箱”が
動画コンテストで審査員特別賞を受賞。

ライフクリエイションコースと西陣織工業組合、京都市交通局が
連携して取り組んだ「NISHIJIN BUS」プロジェクト。京都市内
を走るバスに、西陣織を搭載するという学生のアイデアをベー
スにプロジェクトが進行し、外装だけでなく、シートや吊り革など
にも学生のデザインが使われました。

西陣織にふれられる「NISHIJIN BUS」
本学の学生がプロジェクトに参加。

「奥能登国際芸術祭」にて、アーティストとして活躍する卒業生、
塩田千春さんは能登の塩づくり、麻生祥子さんは能登の信心
の形、芸術学部教員 吉野央子は海辺の街をテーマに作品を
制作しました。また、クリエイティブディレクターとして、デザイン
学部の浅葉克己客員教員も参加されました。

土地・生活・人々の魅力を
再発見する芸術祭に卒業生や教員が参加。

2017年に開店20周年を迎えたジェイアール京都伊勢丹。
これを記念するロゴマークの公募で、芸術学部版画コース3年
の永田聡子さんが銅賞を受賞しました。永田さんは芸術学部で
学んだことを今回の制作にも役立て、この受賞を励みに今後も
コンペなどに積極的に参加すると意欲を見せています。

ジェイアール京都伊勢丹
20周年記念ロゴマークコンペで
版画コースの学生が銅賞を受賞。

建築コースが京都市住宅供給公社と協働し、二軒茶屋団地の
設計リノベーションを実施しました。学生が関わったのは3部屋
で、2017年3月に工事が完了。春からは実際に在学生が入居
しています。学生独自の目線で設計されたからこそ、「住みやす
い」と入居者の学生から好評を得ています。

建築コースの学生が設計。
団地リノベーションプロジェクト。

音楽をつくるだけでなく、聴く人にどう伝わるのかまでも重視す
る音楽コース。同コース4年生の越智海人さんは、卒業制作と
して音楽をテーマにした映画上映会を各地で実施しました。
上映会のスタッフは、越智さんたったひとり。上映場所の交渉や
運営、広報、ときには関連イベントの司会までを自ら行いました。

たったひとりで企画・運営、広報まで。
音楽をテーマにした映画上映会。

中吊り広告、額面広告、電車のヘッドマークまで、すべての広告
枠を学生作品でジャックした嵐電（京福電気鉄道株式会社嵐
山線）のレトロ電車が2017年8月29日から9月18日まで運
行されました。自分たちが嵐電に乗って感じた魅力を伝えられ
る「学生ならではの広告」をめざし、制作に取り組みました。

電車内の広告枠を学生がジャックした
レトロ電車が嵐電で運行。

カートゥーンコースの1年生岩倉具弘さんの作品「No Face
宮本くん」が「第93回手塚賞」で佳作を受賞しました。目がな
い少女・初美をいじめから助けたヒーロー・宮本くんは顔のな
い少年だった…。そんな独特な世界観とストーリーが評価され、
受賞につながりました。次回作にも期待が集まっています。

カートゥーンコースの学生が
「第93回手塚賞」で佳作を受賞。

京都民芸資料館秋の特別展に人文学部教員 山名伸生が協力
しました。「高松張子」は素朴で愛らしい郷土玩具。山名は公的
な美術史の流れに入らない品々を長年にわたり収集していま
す。今回の特別展は作品の面白さと作者の豊かな感性を素直
に感じ、消えゆく無名の「美」について考える場となりました。

知られざる文化に目を向ける。
京都民芸資料館にて「高松張子展」を開催。
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Student
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08
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2月14日（水）～2月18日（日）
〔場所〕 京都精華大学
学びの集大成となる卒業・修了発表展。今回からキャンパス全体
を使って、すべての学部・研究科の作品展や成果発表報告を行
います。同時にライブペインティングやトークイベントなども企画
しています。学部を超えた協力体制で、初の試みにのぞみます。

〔問い合わせ先〕
京都精華大学 広報グループ
☎0120-075-017

京都精華大学展2018 ─卒業・修了発表展

2月18日（日）　11：00～16：00
〔場所〕 京都精華大学
高校生やその保護者を主な対象に、大学説明会や学部・学科ご
との「学び」や「施設」を体験できるイベントを多数開催します。
当日は卒業・修了発表展との同時開催となるので、学生たちの
作品や成果発表報告もあわせて楽しむことができます。

〔問い合わせ先〕
京都精華大学 広報グループ
☎0120-075-017

OPEN CAMPUS

2018年2月17日（土）　18：00開演（17：00開場）
※予約不要、入場無料、先着順

〔出演〕 喜多郎（音楽家）／岡野 弘幹（音楽家）
〔会場〕 京都精華大学　明窓館M-201講義室
卒業・修了発表展終盤の土曜日に、世界的に活躍する音楽家
の喜多郎氏を迎え、コンサートを開催します。企画や演出には
在学生も参加しています。

〔問い合わせ先〕
京都精華大学 社会連携センター
☎075-702-5263

アセンブリーアワー講演会　
喜多郎コンサート＆トーク
「（題名未定）」

〔場所〕 京都精華大学 ギャラリーフロール
●1年生研究制作展 1月29日（月）～ 2月3日（土）
●2年生修了制作展 2月14日（水）～ 2月18日（日）
●消滅と再生、幻想の物語 2月28日（水）～ 3月10日（土）
●書物の感覚 3月13日（火）～ 3月28日（水）
〔問い合わせ先〕
京都精華大学 ギャラリーフロール担当
☎075-702-5263

ギャラリーフロール展覧会
©岩倉具弘/集英社
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「JUEN 光陰」吉野央子




